






発達障害児の通年療育体制を確立するためには、保護者及び関連機関相互のネットワーク

を充実し、療育システムを単に子供の一時期において捉えるのでなく成人に至るまでの一

連の変化の中で捉える必要がある。すなわち今回私達は軽症の心身障害児モデルとしてぜ

んそく、肥満児を、重度の障害として自閉傾向をもつ発達障害児を対象に実態把握を行っ

たが、その結果、 

1)保護者及び関連機関相互の連携が不十分で 

2)障害児に対する認識も一般には十分でなく、 

3)特に早期発見が早期療養に連結しておらず 

4)日常生活空間内での治療・教育・訓練のシステムが確立されておらず、 

5)就学前の科学的な療育プログラムが欠けており、その結果強く望まれる方向性として次

の４点が明らかとなった。 


